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14･光散乱法による強誘電体Li2Ge7015の構造相転移の研究

荒 井 正 純

Li2Ge70 15の 強 誘 電 性 相 転 移 点 (Tc) 2 83 .5Kの 前 後

で プ リル ア ン散乱 法 に よ り波 数 q//(0,1,0)の縦 波 (LA)及 び 横

波 (TA)の 音 響 モ ー ドの据 動 数 並 び に減 衰 定 数 を沸 定 した｡

LAモ ー ドに は Tc以 下 で 存 在 す るpiezoelectricな couplingを

通 して典 型 的 な横 軸 型 の分 極 揺 ぎが 観 測 され た｡ 一 方､ T Aモ

ー ドはpiezoelectricな couplingが な い ため振 動 数､ 幅 とも Tc

の 前 後 で変 化 が み られ な か っ た｡ LAモ ー ドの 沸 定 結 果 か ら動

的 感 受 率 に穏 和 型 を仮 定 して分 極 穏 和 時 間 T を求 め た｡ T･は､

臨 界指 数 を A と して 7 -1∝(Tc-T)A に従 って発散 した｡ A は､

TくTc-3.5Rで は 1.35､ T)Tc-3.5Kで は 1.0で､ Ising的 な駄 界 的

挙 動 を示 す 溢 度 領 域 か ら平 均 場 的 な挙 動 を示 す 温 度 領 域へ 移 る

crossoverが 存 在 す る こ とが わ か っ た｡ この 援 和 的 な分 極 揺 ぎ と

ソ フ ト光学 モ ー ドとの 関係 を調 べ る ため Tc以 下で ラマ ン散 乱 法

に よ りソフ トモー ドの 振動 数 h)5∴ 減 衰 定 数 rを測 定 し た｡ 特 性

周 波 数 us/r を LAモ ー ドか ら求 め た T~1 と比 較 す る とその 値

は 明 らか に異 な っ てお り､ LAモ ー ドの瀬 舞 い で観 測 され た分

極 揺 ぎはOverdanpedした ソ フ トモ ー ドで は な い こ とが わか っ た｡

以 上 の結果 か ら､ 穏 和 モ ー ドと光学 モ ー ドが bilinearにcouple

L､ 緩 和 モ ー ドに相転 移 を 引起 こす メ カニ ズ ムが あ るモ デ ル を

考 え た｡ T-1 の 測 定 結 果 か ら積 和 モ ー ドのパ ラ メ ー タを､

yadaらが測 定 した USの潮 定 結 果 か ら光 学 モ ー ドの パ ラ メー タ を
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決 め て､ Tc以 下 で 両 モ ー ドの 動 的 感受 牽 くスペ ク トル )の 温 度

依 存 性 を計 算 した｡ 光 学 モ ー ドの スペ ク トル は､ 実 際 の観 測結

果 を再 現 し た｡ 又､ プ リル ア ン周 波 数 領 域 の動 的感 受 率 は LA

モ ー ドの観 潮 結 果 とも矛 盾 しな い｡ これ らの結 果 は､ この モデ

ルが 相 転移 の メ カ ニ ズ ム を よ く表 して い る こ とを示 して い る｡
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